
  
東日本大震災は記憶に新しいですが、自然災害は、いつなんどき私たちの身のまわりで起こるか予測できません。 

もし、ガスが、電気が止まってしまったら・・・いざという時でも、慌てず「おいしいご飯」が食べられる、 

カセットコンロを使ったご飯の炊き方を学んでみませんか？炊いたご飯は試食します。お米マイスター篠木さん 

から美味しいご飯の炊き方、お米の話もうかがいます。 

また、消防署職員から、小さいお子さんをお持ちのご家族を対象とした、「非常時のために備えておきたい防災用品」 

について教えていただきます。 

 

開催日時： ９月１日（木） 受付 9 時 40 分～ （講座 10 時～12 時） 

開催場所：  山内公民館（山内地域局２階 調理室） 

講  師： 篠木郁子さん（五つ星お米マイスター：藤倉商店） 

            横手市消防署山内分署職員   

参加対象： 未就園児とその家族 《先着１０組》 

材 料 費： ２００円   

持 ち 物： エプロン、手ふき用ふきん            

申込受付期間 ８月１日（月）～１５（月） 

 申 込 先： 山内子育て支援センター  電話 ５３－２１７２ 

       山内生涯学習センター   電話 ５３－２１８７ 
 

 
  
                                                       

                                                                   
                                       

                                                      

   

    

★お申込みの際、お子さんのお名前 

 年齢を教えてください。 

 

託児（無料）付きです。 

防災の日は、1923 年（大

正１２年）９月１日に東京・

横浜を中心に関東地方を襲

った「関東大震災」に由来し

ています。この震災による死

者・行方不明者は１０万人を

超え、明治以降自然災害の中

では最大の被害となりまし

た。この震災の教訓を忘れな

いよう 1960 年に防災の日

が制定されました。 

 


